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一般国道１号 浜松バイパス（長鶴～中田島）に係る新規事業採択時評価
はままつ

・物流交通と地域交通の混在を解消することで、速達性が向上し産業活性化を支援
・渋滞緩和により地域交通の円滑化が図られるとともに、速度低下を起因とする交通事故が減少し、交通の安全性が向上
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２．課題

１．事業概要

３．整備効果① 物流交通と地域交通の混在

効果１ 速達性向上による産業活性化支援 【◎】

・立体化区間では通過交通（物流交通）と

地域交通が分離され、現道拡幅区間で

は交通容量を拡大することにより物流拠

点からの速達性が向上し、産業の活性

化を支援。

・起終点 ： 静岡県浜松市東区長鶴町

～静岡県浜松市南区中田島町

・延長等 ： 6.4km  

【 現道拡幅区間】

平面6車線部 第3種第1級、6車線、設計速度80km/h

【立体化区間】

立体部 第3種第1級、4車線、設計速度80km/h

平面部 第3種第2級、4車線、設計速度60km/h

・全体事業費 ： 約640億円

・計画交通量 ： 53,900台/日

※1： EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年（R3年）における現在価値を記載 （現在価値算出のための社会的割引率：4％）

B/C EIRR※1 総費用 総便益

2.5 9.3% 488億円※2 1,235億円※2

③ 政令市ワースト１の人身事故件数
・浜松市における人身事故件数は、政令市に

おいて11年連続ワースト1位。（図9）

・磐田バイパスなどの近隣のバイパスと比べ、

死傷事故件数が多く、平日（朝・夕方）に多発

する傾向。（図10、11）

・事故類型のうち、約7割が駐停車中の追突事

故。（図11）

② 円滑な地域交通を阻害する交通渋滞
・対象区間は交通容量を超過し、多くの信号交差点が連

続しているため、磐田バイパスなどの近隣のバイパスと

比較して旅行速度の 低下が著しい。（図6、7）

・平日混雑時（7時台）における同区間の通過所要時間は、通常時の約1.5

～1.6倍。 （図8）
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■ 費用便益分析結果

図10 国道１号の死傷事故件数

その他
22%

追突（進行中）
11%

追突
（駐・停車中等）

67%

浜松バイパスにおける事故の種類浜松バイパスにおける事故の発生時間帯

休日
28%

平日朝方
19%

平日夕方
21%

平日夜間
10% 平日日中

22%

Ｎ＝249件/年Ｎ＝249件/年

【出典】静岡県警察事故データ（R1)

図11 事故の発生時間帯と事故の種類

効果２ 渋滞緩和による地域交通の円滑化 【◎】

・立体化区間では、信号交差点による減

速が解消され、旅行速度が向上。

・立体化区間の平面部では、交通量減少

により、渋滞が緩和。

効果３ 交通安全の確保 【◎】

・交通渋滞の緩和により、速度の低下に

起因する追突事故が減少する等、交

通の安全性が向上。

○旅行速度【現況】約28km/h ⇒【整備後】 約50km/h

○橋梁構造区間の平面部の交通量

【現況】約39,600台/日 ⇒【整備後】約11,800台/日

○長鶴～中田島砂丘入口の事故件数

【現況】90件/年 ⇒ 【整備後】 71件（2割減少）

出典：【現況】 静岡県警察事故データ（R1）
【整備後】 人身事故算定式に基づき算出

はま まつ ひがし ながつるちょうし ず お か

はま まつ みなみ なか た じまちょうし ず お か

朝・夕方に事故が多い 駐・停車中時の追突事故が多い

出典：【現況】H27全国道路・街路交通情勢調査 【整備後】将来交通量推計(Ｒ22)
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国道１号浜松バイパス（長鶴～中田島）

図1 広域図

・浜松市周辺は輸送機械器具製造業や楽器関連産業を

中心に製造業が集積し、物流交通により、国道1号浜松

バイパスは大型車混入率が38％と高い。（図3、写真1）

・大型車の約6割は通過交通であるが、小型車は約8割が

地域交通であり、同バイパスにて通過交通（物流交通）と

地域交通が混在することにより、交通容量を超過し、円滑

な物流に課題。（図4、5）
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【整備後】 近隣国道１号の立体４車線区間及び平面６車線区間におけるETC2.0   
データ（R2.10月：平日7～19時 平均値）より算出

【出典】ETC2.0プローブデータ（R1.10月 平日）
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写真1 大型車混入状況

出典：【現況】 ETC2.0プローブデータ（R2年10月平日7-19時平均）
【整備後】 近隣国道１号の立体４車線区間及び平面６車線区間におけるETC2.0   

データ（R2.10月：平日7～19時 平均値）より算出

（R1.12現在)

○米津（物流拠点）～浜松ICの所要時間

【現況】約26分 ⇒ 【整備後】 約20分

大型車の約6割が
通過交通

図5 物流拠点から
浜松ICまでのルート図
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一般国道１号 浜松バイパス（長鶴～中田島）に係る新規事業採択時評価
はままつ
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